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〈目的〉 東日本大震災に関する個人記憶事項の提携記録と収集記録の電子 ファイルとしての保存

東 日本 大震 災直後以降で、各人が実際 に直面した事項 、対応 した事項 およびその時の様子等の記憶に残っている事項について、記載 でき

る範囲での情報をデータとして収集し、最終的に多賀城キャンパス記録 として取 りまとめるとともに、全学 の東 日本大震災アーカイヴに収録 し

てもらいます.
(本フォームシートに記載した後、このExcelフ ァイルを添付ファイルとしてhnds.tjir@eng.tohoku-gakuin.ac.jpの メールアドレスにご送付願 います。）

記入者氏名大宮司俊彦 所 属 管財係

※ 年月 日については 、記 入できる範囲での記載で結構です。

※ 記載内容については、箇条書きで、1項目につき【原則60文 字以内】で当時の記憶事項をご報告願 います。
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東北学 院大学災害対策備蓄 品一覧(3キ ャンパス)

避難所:体 育館 避難者:400名 、 対応職員・補助学生100名 として3日 分を想定



青山学院大学より差し入れ(2011/3/2313:52体 育館男子更衣室にて保管)

防寒シー ト

とんこつラーメン(会 社名:岩 手 しょうゆ)

味噌 ラー メン(会 社各:岩 手 しょうゆ)

味噌 ラー メン(会 社名:テ ー ブルマー ク)

塩 ラー メン(会 社名:テ ー ブルマー ク)

醤油 ラー メン(会 社名:テ ー ブルマー ク)

辛 ラーメン

味噌汗(会 社名:神 戸)

味噌汁(会 社名:マ ル コメ)

た らこスパ ゲッティ

りん ご

白灯油

水

消毒剤

リッツ缶

軍手

カ レー

白米パック

紙皿

紙(ボ ール型)

200枚(2130×1350)

10個

10個

10個

10個

10個

24個

100個

200個

200個

20個(5個 入 り×4袋)

48缶(8缶 入 り×6箱)

144本

20本

200缶

132双

60個

40個

120枚

100枚



7月25日 以降の青山学 院大学ボ ランティア活動予定

青山学 院大学の多賀城市子供 ボ ランティアは、基本的 に下記のサイクルで毎週活動を行

うとの こと。

記

活動場所:多 賀城小学校 ・城 南小学校 ・多賀城八幡 小学校 ・多賀城東小学校

活動 日程:

月曜 日:午 前9:00頃 出発 多賀城市役所にて研修

昼 体育館 に戻る(昼 食:食 堂他)

午後 各学校 にて活 動18:00頃 帰校19:00測 定室 にて ミーテ ィング

火曜 日～金曜 日:終 日各学校 にて活動

8:30～9:00に 出発18:00頃 帰校19:00測 定室にてミーティング

土曜 日:午 前 各小学校行事 によ り活動 を行 う学 生あ り

午後 新 メ ンバ ー との入替

日曜 日:休 日

7月23日 青山学院大学塚本教授より大宮司が聞きとる



平成23年7月22日

青山学院大学ボランティアステーション塚本俊也殿

東北学院大学多賀城キャンパス体育館宿泊者代表者殿

東北学院大学多賀城キャンパス管財係

東北学院大学多賀城キャンパス体育館宿泊に関する留意事項について(お 願い)

この度の大震災における宮城県でのボランティア活動の実施につきま しては、宮城県民と

して深 く感謝 申し上げます。

さて、7月23日(土)か ら8月20日(土)の4週 間に亘るボランテ ィア活動の宿泊所 と

して、東北学院大学多賀城キャンパンス体育館 を使用することにな りま したが、使用 にあ

た り下記について留意願います。

記

・ 体育館(宿 泊所)の 鍵について:

鍵は、体育館入口 ・2階 研修室(女 子室)・2階 測定室教員室(男 子室)の3本 をお

渡 しいた します。

早朝、ボランテ ィア活動に出発する際は、女子室 ・男子室 ・体育館を施錠 し、3本

の鍵をセッ トに して警備室にお預け下さい。

夕方、ボランテ ィア活動を終了 し、体育館宿泊所 にお戻 りの際は、警備室よ り鍵を

お受け取 り下さい。

・ 夜間の外出について:

各門扉 は、21時 に施錠されます。但 し、正門は22時30分 に閉門とな りますの

で、夜間外出からは、22時30分 まで にお戻 り下 さい。

・ 貴重品の管理について:

各 自の責任 において管理願います。

特 に、8月10日 までの月曜 日と木曜 日は、授業(雨 天)で 研修室 ・測定室を使用

しますので、早朝ボランテ ィア活動出発前 に教員室に貴重品を移 して、施錠願います。

・ 清掃について:

基本的には使用する部屋等の清掃 は、青山学院大学学生の皆さんでお願 いいた しま

す。但 し、貴重品との関係 もあ りますが、業者による清掃 も検討 してお ります。

・ ゴミ処理について:

1階 玄関ホールにあるゴミ箱 に分別(燃 えるゴミ ・ビン ・カン ・ペッ トボ トル)し

て出 してください。本学の用務職員が回収いた します。

・ 喫煙所 について:

本学多賀城キャンパス には、3カ 所の喫煙所がありますが、体育館に一番近 い喫煙

所は、体育館隣の図書館前の坂を下 りた左手 に、テン トの喫煙所があ ります。

以上



平成23年3月22日

各位

総務担当副学長

柴 田 良孝

教職員の出張願 の取 り扱いについて

標記に関 して 、下記 の通 りに実施いた しますので、 ご理解 のほ ど、よろしくお願いいた

します。

記

1.教 職員 か らの出張願 は、東北新幹線の運行再開までの問(JR仙 台駅の新幹線機能の

回復 まで の間)、 学長が特 に承認 した場合 を除き、受理 しない。

2.東 北新幹線 の運行再開以後、各キャンパスの担当窓 口において出張願 を受け付けるが、

出張 日程 は、当然のことなが ら、東北新幹線の運行再開以後の出張 日程 とす る。

3.現 在、総務部長(出 張承認 を委任 されている者)及 び財務部長(旅 費支出承認 を委任

されてい る者)の もとにある出張願については、出張 目的の如何に関らず、承認 しな

い 。

4.

5.

平成23年3.月11日 以前に出張願が承認 され、その出張願 に基づき出張 した者が東北

関東大震災のために規定以上の旅費支出し帰任 した場合、選択可能な経路の中で公共

交通機 関 を利用 した場合 の最 も合理的な経路に より帰任 したもの として計算 した旅

費 を支給す る。

平成23年3月12日 以降に出張す る日程の出張願が3月11日 以前に承認 され、すで

に旅費が支給 されていた場合 には、これを返還 させ ることとする。なお、科学研 究費

補助金 に より出張予定であった場合は、この点に特に留意 し遺漏のない よ うにす るこ

と。

6.平 成23年3月12日 以降に出張に関 して、出張がキャンセル された ことに伴い、キャ

ンセル料 が発生す る場合や購入済みの航空券の払い戻 しが不可能な場合 は、本学がこ

れを負担す る。

7.総 務部長 の承認決裁 を得ないで、平成23年3月11日 以前に出張した者 の(事 後の)

出張願 は、理 由の如何 を問わず、受理 しない。

以上



東北関東大震災 学納金(新 入生)関 係特例措置(案)

入学手続 き関係(平 成23年 度限 りの特例措置)

1.延 納手続き者の納付期限は3月25日 であるが、延納手続 き者 か ら電話等に より入試課

に連絡(相 談)を した場合には、4月28日 まで延納を認める。

2.延 納手続 きを行 った者か ら納付期限の翌 日(3月26日)以 降に電話等により連絡が麦

った場合は、入試部長 と財務部長にその判断 を委任す る。

3.後 期入学試験合格者 の入 学手続き期限 日は3月25日 であるが、事前に、学納金の納入

について入試課 に連絡(相 談)が あった場合、その学納金 の納入 を4月8日 まで延ばす

こ とを認める。

4.後 期入学試験合格者 か ら入学手続 き期限 日の翌 日(3月26日)以 降に電話等により連

絡(相 談)が あった場合 は、入試部長 と財務部長 にその判断を委任する。

5東 北 関東大震災の罹災者(本 人 ・保護者の死亡、家屋全壊 ・半壊、津波による家屋 の浸

水等)か らの入学辞退に対 しては、学納金の返還の申し出の期限 日(平 成23年3月31

日)を 過ぎた場合 において も、入学金 を含め納入額の全額 を返還す る。ただ し、申 し出

の期 限は、平成24年3月31日 まで とする。

6東 北関東大震災の罹災者(上 記5を 除く罹災者で、青森 ・岩手 ・宮城 ・福 島 ・茨城 の各

県の沿岸部の罹災者及び これ らの地域以外で特に考慮すべ き事項がある罹災者)か らの

入 学辞退に対 しては、学納金 の返還の申し出の期限 日を過ぎた場合においても、入学金

を除いた納入金を返還す る。ただ し、申し出の期限は、前期試験終了 日まで とす る。

7.東 北 関東大震災の罹災者であって も、通常に日常生活を営めた者 と思われ る者か らの

入 学辞退 に対 しては、従来通 り 「東北学院 大学学生納付金等納入に関す る規程」、 「東

北学院大学学生納付金等納入 に関する取扱細則」及び 「東北学院大学大学院学生納付

金等納入 に関する規程」を適用す る。

8.東 北関東大震災の罹災者 であって、上記5、6、7の いずれにも該 当しない者か らの入学

辞退 に対す る取 り扱い については、入試部長 と財務部長 にその判断を委任する。



宿直当番表(案)




